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岡山県教育委員会では、夢や目標を見つけ挑戦する力を養うため、｢自分を高める力｣を重点とする４つの非認知能力を育成する『夢育』に取り
組んでいます。そこで、津山教育事務所では、本年度実施した３テーマの｢ＰＴＡ研修プログラム｣に加え、新たに『非認知能力』について保護者
同士が交流しながら学び、考えることのできるプログラムを作成しました。保護者が非認知能力について学ぶことのできる貴重な機会として、来
年度の活用をぜひ御検討ください。

学校づくり・地域づくりに関わるすべての皆さんへの情報紙
津山教育事務所 生涯学習課

義務教育支援課

R４.２月

来年度に向けてPTA研修プログラム活用の検討を！

【問合せ先】 津山教育事務所生涯学習課 0868-24-8703

新プログラムでは、わが子が
今がんばっていることや、好き
なことを交流しながら、「非認
知能力とは何か？｣｢なぜ非認知
能力が必要なのか？」という基
本的なことから、「非認知能力
を育むためのポイント｣｢非認知
能力を育むための仕掛け」など、
子育てをしていくうえでの具体
的な行動まで、参加者の子育て
への思いや対話を大切にしなが
ら学んでいきます。
また、わが子の非認知能力を
育むためのポイントを見えやす
くするための「非認知能力レン
ズ」の考え方についても学び、
保護者としてどのような視点を
もって関わり、どのような声か
けをしていけばよいのかを参加
者みんなで具体的に考えます。

資料:｢非認知能力｣レンズを使って、
『いいとこ』を見つけてみよう｣

非認知能力レンズの役割を知り、子どもの
良いところの見つけ方について考えます。

子どもだけでなく、大人のスマホの使い
方も見直すことができました。しっかり
コミュニケーションとることが大切だと
改めて思いました。 (中学校保護者)

メディアとの向き合い方をもう一度親子
で話し合い、自分も手本となるような使
い方をしていきたいです。(就学前保護者)

子どもとの関わり方について、具体的に
どう対応するのがよいのかを考えたり、
伝え合ったりすることができ、有意義な
時間でした。 (小学校保護者)

子どもが夢中になっていることに興味を
もって関わり、応援していきたいです。

(小学校保護者)

目に見える部分だけでなく、頑張った過
程や当たり前のことを当たり前と見過ご
さずほめてあげたいと思います。

(小学校保護者)

親や大人の思いばかりが先行するのでは
なく、あくまで子どもが主人公で、それ
を支えるサポートの仕方が学べました。

(中学校教職員)

学校園のニーズ(時間・対象・実態)などに合わせて内容を作成！柔軟に対応します！


